
彙報・正誤表・あとがき

　　　　　　　　　　　　　　彙　　報（会報・会員消息）

○例会（1965年度）一算3鳳：1！月271ヨ午後1暁半，於大阪府農i＊会館5階，山田儒夫氏「中央ユ
ーラシア史の構想」（慰本オリエント学会関麺部会〔第11回例会）と共催）。

○大畠溝氏（東大名需教捜）は西アジア文化遺跡発傭衡長としてテル・ゼロール第2次発纐1に参掬
された（6月2％出発9月上旬帰国）。○藤本勝次氏（関大文学部教授）はマラヤにおけるイスラ
ム被会の現状調査のため7月5臼発マレーシア連邦に出張，カイロ・バグダード歴訪の上10月　6N
撰丹に帰着された。　○上野照夫氏（窟大教養部教授）理財ンドの交化』（窪徴界の文化』3）は
7月31扇発行（海出調携），岡じく圃氏の『インド美術』上下2巻（高田修氏と共著）は！1月20
B発刊（日本経済新聞社出版局）。　　○斌利幻妻氏（京大名欝教授東灘大文学部長本会会長）の
犀Sukh帥a£玉vy臨a』は8月刊行された（法蔵館）。　○岩材忍氏（京大人文科研教授京大東南アジ
ア研究センター瓶長）は欧米各圏におけるモンゴル研究の現状調査および国際大西洋会議と天下思
想に関する会議に出席のためデンマーク，仏，西独，アメリカ合衆国に出張された（8月18U～9
月16H）。○梅棟忠夫氏（大阪市大理学部助教授）は京大人文科研助教授に転任された（8月1獲
付）。　○岩本裕氏（京大文学部講師）の『極楽と地獄』は8月25日発行（三一書房）。　○畏尾雅
入氏（京大交学都教授）はウィスコンシン大学における仏教学についての講義並びにインle学およ
び仏教学研究の現状調査の為8月25日発渡米された（帰1翼は4！年9月15躍の予楚：）。○有光教一属
（京大文学部教授）はrアフガニスタン・パキスタンにおける選跡の一一般調査と発掘調査のため9
月3圏発アフガニスタニへ患張旦月22H帰国された。　〇三笠宮殿下（日本オリエント学会会長）
は第1咽国際宗教史学会出席のため9月5日発渡米（ポモナ大学），終了後アメリカ・カナダ各地
歴訪の上10月4摂帰覇された。　○中村筒司氏（アジア経研調査研究部爾アジア調査室）はセイtS
ンの経済発展と農村の経済構造研究調査のため9月22彌発セイロンへ（セイUン大学に在籍の予
習）。　○加藤一朗氏（関大文学部勤教授本誌編藥委員）の『古代エジプト王瞬』は！0月7日発行
（講談社ぽミリオンブックス』2！8）。　○小野山節氏（京大文学部助手塞孟夏鈴事）の「アンドレ・

パロ著＃アッシリア』」（中山公男属と共訳）は10月25鷺発行（『人類の爽術』第2巻一新潮社）。

○宮崎市定氏（京大名奮教授）はハンブルク大学における講義のため10月28田京都発渡欧された。
○岡崎正孝氏（アジア経研調査研究郵西アジア調査室）は鷺胤0日発イラン・シリア両園へ繊張，
カスピ海沿岸地方農村の社会経済命乞の研究を目的として岡地方の村落で集中的な実態調査に従事
される（帰一は4V＝ge工月中旬の予定）。　○藤吉慈海氏（尊大人文科研助手）は12月封ヨ～41年！

月2頒の予定で東南アジアにおける仏教々随の実態調査のためタイ，ラオス，マレーーシァ連邦，申
i華民国に出張された◎
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○頁の都合で彙報を大幅に割愛したが一灘は次号を期したい（イラン・アフガニスタン・パキスタ

ン学徳調査関係や賛助会員芳名録など）。足利会長からは5万円の御寄付を頂き深謝にたえない。

○欧交論交は本誌初めての試み。むしろ遅すぎたかも知れぬ。アダム氏の御好意藻く感謝したい。
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